
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１つの原因かもしれないが、制御方法を変えたことが問題とは思っていない。  

 

 

 

対策の１つだが、まずは車両側で対策を講じるというのが会社の考えである。 

 

 

 

 

 

Ｎｏ．５９ 

発行 １４．４．１０ 
           ＪＲ東労組業務部 

【事故の原因】 

○気象条件の悪条件が重なり、レールと車

輪の摩擦係数による問題 

○電気ブレーキから空気ブレーキへの切替

わりが頻繁になりすぎて、ブレーキの組合

せの問題によって、ブレーキ力が発揮でき

ない状況になった。 

 
 

 

E2系の個別ユニット制御から E5,Ｅ6系の一括制御に変えてから、停止

信号を超える事象が起きている！ 車両構造の問題ではないか！ 

【事故の対策】 

○滑走を完全に防止するのは難しい。滑走し

た際に、コントロールし所定の停止位置に

止められるかの対策を講じる 

○E5 系にセラジャット噴射機能を搭載し、E6

系と同じ制御方法にする変更を行った。 

○4月に同事象に近い、実証実験を行う。 

 

 

二度と起こさないために車両だけでなく、2重、3重の対策を講じるべきだ！ 

 


